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ビジョン

✓ 細胞内エンドソームからの脱出を100%達成。（他のDDSは１％未

満）

✓ 多くのDDSは核酸の肝臓への集積がみられる。本シーズで開発す

るDDSは肝臓をはじめとする正常臓器への集積がないために、細

胞死誘導型の核酸による肝毒性がない。

✓ 製造費が安価なため連日の投与が可能であり、転移性癌の根治も

期待できることから、圧倒的な優位性がある。

連携への関心

【連携に関心のある業種】

製薬企業

CMO/CDMO/CRO/SMO

【連携に期待する事】

DDSの製造

核酸医薬を有するアカデミア、製薬企業へのDDSの提供

➢ 難治性癌に対して核酸医薬が開発されているが、患部に効率よく核酸を送達し、更に癌細胞内にも十分な核酸を行き渡らせることのできる

DDS (drug delivery system) はなく、未だ癌の核酸医薬は皆無である。

➢ リン酸カルシウム法をベースとした独自のDDSは、腫瘍特異的に集積し、エンドソーム脱出が可能であり、多くのに動物モデルで癌の治療に

成功してきた。

➢ 橋渡し研究によってリン酸カルシウムベースのDDSの大量製造法の開発に成功した。このDDSで癌の核酸治療の問題は解決でき、世界供給も

可能となった。

ビジョン

市場性

➢ 2028年には核酸医薬の世界市場は2兆円に達すると見込まれている（うち日本は10％）。市場拡大に寄与する要素技術としてDDSが鍵とな

ることが指摘されている、

➢ 癌に対して核酸医薬を効果的に働かせるDDSを提供することで、市場は大きく拡大する。

➢ 癌以外でも炎症性腸疾患や、感染症ワクチンのアジュバントなど、利用範囲は多岐に渡る。
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DDS製造法の開発

➢ Liposome に比べて新型DDSではマウスへの静注後にマウス皮下腫瘍細胞への核酸の取り込みが圧倒的に多く、肝臓では少ない（図１）。

➢ 肝毒性のあるLncRNAを静注すると、liposomeでは肝細胞のmassiveなアポートシスが誘導され肝不全でマウスが死亡したが、新型のDDS

では肝障害はみられない（図２）。

➢ 静注後の経時的観察でも肝臓をはじめとする正常臓器への集積はみられない（図３）。

➢ 大量拡大生産系の確立に成功
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